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鍛灸飾・助産都 大平純子 先 生

妊婦さんに効くツボと言えば、三陰交、至陰・・ ・。と銭灸師なら誰ちが思いつくイメージだと患いま

すが、実際、語床で妊婦さんを治療するにあたっては、それだけでは不十分です。今回は妊婦さんの専門

家である大平先生に、思辰・出産についての必要な知主義、そして産後のケアまで、現場の声を聞かぜてい

ただきました。

また参加者においては比較的若い女性ち多く 、 質疑応答では非常に活発な意克交換カI~jわれました。大

変貴重な講義内容であり、参加者の皆さまち非常に満足そうにされていたのが印象的でした。
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妊娠についての基礎はまず、妊娠期間のタイムテーブルを正確に把握することから始まる。組辰から曇

初の10週間は重妻な器官のできる時なので、感染や放射線、薬に注意する。また、2カ月から4カ月にかけ

ては流産、8カ月から10カ月にかけては車産の危険性があるので注意する。中には、何ら力、の原因で胎児

の発言が停止した場合など、避けられない流産ちあることを知っておく。



妊娠中期(16週~27遺)においては比較的体案ち安定してくる。つわりち治まり、 食事ち美味しくなる

為、バランスの良い食事を心がけ、 貧血や足満に注意する。特に有色妻子菜を多く祭り、 蛋白慧・脂肪は適

量に。 また、カルシウム・主主分を多く摂り、糖質・累吻lま少なめに。小麦・ 卵 ・乳製品などのアレルギー

食品は摂り過ぎに注意する。

さらに、規則正しい健康的な生活をすることが非常に大切であり、 胎動を自覚し、 赤ちゃんを迎える準

備を始める.妊婦に還した運動は、無涯をしない適度な運動を安全にすることが大切で、散歩やマタニテ

ィピクス、マタニティヨガなどが推奨される。

妊娠中は新陳代謝カ司王盛であるが免疫力は低下する為、衣類にち工夫が必要。汗をよくかき帯下が僧え

る為、吸湿性・這気性のある木綿製品の下着がよい。 また、定着・ 1要を温めて、体を冷やさないように注

意する.妊娠経i墨と共に体型が変わるので、ゆったりとした衣類にすることと、 E霊筋力t弱い場合{ま支える

為に妊婦用のG)(ンやショーツ等で上手に腹帯を利用する。

妊娠28週以降の妊娠後期はお援が張 りやすくなる為、早産に注意すること。早産を起こさないようにす

るには、①安静②保温③感染の予防を心が~tる。

また、 胎児がどこを蹴っているかを憲議することで胎位を確認できる。妊控室28~34週(;1:羊水量の割合が

多い為、宣告lEは動きやすい。 ちしこの時期に脅盤位であってち治りやすい為、治ったらタオルでゆるく護

帯をして固定する。また、逆児体操ち有効。

さらに、この時期は寄認に負担がかかりゃすくなる為、妊娠高血圧に注意する。食事に関しては、塩分

を控えめにし、味付~t(ま薄味にする。

妊娠36週以降は、安産に向けての体力作りの為、しっかり体を温めることと歩くことが大切。また本格

的な賓房ケアをしておく。体を温めてちらう為に、 半身浴や力イロなどの使用、衣類の工夫を指導する。

また、定三塁・三陰交・雪量投・八鯵穴等への湿灸や棒灸ち有効。

元気な赤ちゃんはお産が近付いてもよく動く(1鳴聞に10回).NST(ノンストレステス ト)では子宮収縮と胎

賂心拍の荏認ができる。ちし赤ちゃん力窃かない時や持続的なお漢の痛みなどがある詩は、すぐに病院の

受診をしてもらう。

近年の問怠宗として、高年出産や、情報過多による不安を抱えていることなどがある。また、妊産婦の

主な死因の原因の1位は自殺である。そこで、対策として保健諦・助産自市による家庭訪問、経済的支援、グ

ループ作りなどがある。産後うつの診断はエジンパラ産後うヨ 育賃問票を利用する。
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妊産婦さfvの治療を受付持つには、 妊娠・出産についての正しい知設を知っておくことと、何よりち安

心して治療を受けてちらえるような信緩関係が不可欠です。銭灸師として妊産婦さんのケアに震献できる

ことは沢山あると患いますので、今後さらに学術を深めて語みたいと患います。

(研修委員上回呈実)




